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群)，Lipiodo1+0K-432(LO群)， Lipiodol+fibrinog叩 (LF群:)， Lipiodol+fibrinogen+OK-432 (LFO 
群)の4種類を使用し、 P官後1、3、7日に肝臓を摘出した(各群n=3)。③Fibringelを用いたMct
逃走能評価を行った。 2種類のFibringel(OK-432有/無)を作成し、 2日間培養後、 J774(皿叩seM 
ゆcellline)のgel内への遊走を共焦点顕微鏡で比較した。
[結果]
①TIE群の術後3年無再発生存率は有意に良好であった(p=0.034) 0 TIE群では、腫E喜内に壊死像・
多核巨細胞が出現し、 CD68陽性細胞が有意に多く存在し(p(仏01)、腫lJ内・腫疹周囲肝組織中で
CD8陽性細胞の集積が有意に多かった匂(0.01、p=0.035)。②'RatPEモデルでは、 4群とも塞桧葉
の広範な肝組織障害を認め、LF群・LFO群では組織障害がday7まで持続した。肝障害部准へのCD68
陽性細胞集積数は、 day7でLFO群が他群と比較して有意に多いが(p(0.05)、CD163陽性細胞数の増
加を認めなかった。③Fibringe1中に0直-432を含むことでJ774のge1内侵入細胞数が有意に増
加したー
[結露]
本研究では、 fibrinogenとOK-432の局所投与が、組織障害を遷延しMゆを持続的に活性化し、免
疫環境をTh1にシフトすることが示唆された。 FibrinogenとOK-432を免疫抑制状態にある腫獲周
囲環境に腿蕩局所に投与することは、腫湾周囲免疫環境に変化をきたし、目郵J~と対する免疫誘導を
期待しうるものであると考える。
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